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オアシス・オブ・ザ・シーズ 「洋上の街並み」の様相

アクア・シアターとボードウォーク、自然光のロイヤル・プロムナードとユニークなロフト・キャビン

Innovation and Imagination are Cornerstones of the Neighborhoods Onboard 

Royal Caribbean’ s Oasis of the Seas

マイアミ 6月18日- ロイヤル・カリビアン・インターナショナルの新造船、オアシス・オブ・ザ・シーズについて最新のニュースが発表されました。４月の「洋上セントラル・パーク」のご案内に引き続き、今回はさらなる「洋上の街づくり」についてご案内いたします。

まず、ノスタルジックな港町や小さな頃に連れて行ってもらった遊園地の雰囲気を思わせる「ボードウォーク」は家族連れに最適な広々とした空間です。「アクア・シアター」は洋上初の円形劇場で、舞台の位置には大型のプールが設置され様々なアクティビティとパフォーマンスが楽しめます。さらに居住空間にも業界初の「ロフト・スイート」というキャビンが登場します。また、トレードマークである「ロイヤル・プロムナード」にも新しいデザインが採用され、上階のセントラル・パークから自然光を取り入れます。他にもロック・クライミングの壁が２つになり、ボードウォークの９デッキ上にジップラインという遊具が設置されます。

　「ボードウォーク」は家族中どの世代にとっても懐かしく楽しいカーニバルを思わせる場所でカフェやバー、お店、ゲームなどが楽しめ、中央には昔ながらの回転木馬が置かれます。

その先にある「アクア・シアター」には２つの楽しみがあります。ひとつは中央のプール。泳いだり、周りのデッキで日光浴を楽しんだり、されにスキューバダイビングのレッスンも行われます。そしてもうひとつの楽しみは夜の劇場パフォーマンスです。ドラマティックなアクロバットやシンクロナイズド・スイミング、水中バレエ、高飛び込み、噴水ショーとともに音楽や光が入り乱れる華麗なショーを予定しています。

　全部で37ある客室カテゴリーに新しくお目見えしたのが「ロフト・スイート」です。２階建ての広々とした客室で、28室つくられます。1階の床から2階の天井まで嵌め込まれた大きなガラス窓のある客室はクルーズ船としては初めてのデザインで窓からは雄大な景色がご覧いただけます。

「私どもはロイヤル・カリビアン・クルーズ社の歴史の中で次々と新しいものを創り出してきました。皆様の“次は何？”という期待に応えられるものをご紹介できるのは喜ばしい限りです。今回発表した洋上の街づくりでは、お客様は船のあらゆる場所でそれぞれの好みや要望にあったものを必ず見つけていただけると思います。」とロイヤル・カリビアン・クルーズ社CEO兼会長、リチャード・D・フェイン氏は話しています。

　船の中心地「ロイヤル・プロムナード」には中二階部分が作られ、そこから下のプロムナードの様子が見下ろせるようになります。ここがショッピング、ダイニング、エンターテイメントの中心部であることは変わりありません。また洋上初の動くバー、「ライジング・タイド」はここと「セントラル・パーク」を上下に行ったり来たりします。目をひくのは「グローブ＆アトラス パブ」の上の大きな銅製の地球儀で、時折パカッと開いて乗客を驚かせる計画です。蝶番で留められた部分が２つに開くと、パフォーマンスの舞台になるのです。

　ロイヤル・カリビアン・インターナショナルのCEO兼社長、アダム・ゴールドステイン氏は「ロイヤル・カリビアンは様々なレベルとスケールで“業界初”を創りだしてきました。オアシス・オブ・ザ・シーズは当社の創造性と想像力の粋を集めたものです。お客様には驚くほどすばらしいクルーズ旅行を楽しんでいただけるはずです。」と語りました。

　オアシス・オブ・ザ・シーズは２００９年末頃にデビューを予定しており、客船の世界最大を更新します。この驚嘆の洋上建築は、デッキ数１６、総トン数22万トン、乗客定員5,400人、2,700キャビンの船です。街づくりのコンセプトにはセントラル・パーク、ボードウォーク、ロイヤル・プロムナードなど合わせて７つあります。

詳細は、http://www.oasisoftheseas.com　からご覧いただけます。






















